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オミクロン流行期の血液透析患者における mRNA COVID-19 ワクチン 3回接種の有効性 

 

血液透析患者において、COVID-19 ワクチンの 2 回接種が SARS-CoV-2 感染やその

合併症に対して有効であることは、アルファやデルタ変異株が優位であった時期に複数

の研究で実証されている。しかし、オミクロン変異株の流行期において、血液透析患者

での SARS-CoV-2 感染やその合併症予防に対して COVID-19 ワクチンの 2 回接種と 

3 回接種の有効性の比較検討はなされていない。著者らは、2021 年 12 月 1 日～2022
年 2 月 28 日の間にカナダのオンタリオ州で維持（施設）血液透析を受け、mRNA 
COVID-19 ワクチン（BNT162b2 あるいは mRNA-1273）を 2 回もしくは 3 回接種し

た患者 8,457 例を対象とし、各回数のワクチン接種と PCR 検査で診断した SARS-CoV-
2 感染、およびそれに関連した入院または死亡の関連についてそれぞれ検討を行った。

研究の結果、COVID-19 ワクチン 2 回接種の血液透析患者に比べ、COVID-19 ワクチ

ンを 3 回接種した血液透析患者は SARS-CoV-2 感染の発生率が有意に低く（ハザード

比 [95%信頼区間], 0.58[0.50-0.67]）、SARS-CoV-2 感染に関連した入院または死亡の

発生率も有意に低かった（0.40[0.28-0.56]）。また、SARS-CoV-2 感染の既往がある（vs. 
ない）場合には、ワクチンの接種回数（2 回または 3 回）の違いにかかわらず、SARS-
CoV-2 の再感染リスクが有意に低かった（0.44[0.27-0.73]）。 
 
要約作成者のコメント： 
本研究は、オミクロン流行期において、mRNA ワクチンの 3 回接種が 2 回接種に比

べ血液透析患者においてより有効となる可能性を示した論文である。この報告は、わが

国の血液透析患者で 3 回目のワクチン接種後に（2 回目接種後に比べて）抗体価が大幅

に上昇することを示した研究結果 1 とも合致している。本研究では、SARS-CoV-2 感染

がオミクロン変異株によるものか確定診断がなされていないという問題や、カナダから

の研究報告による外的妥当性の問題は残されるものの、実臨床において血液透析患者へ

のワクチン 3 回接種の推奨を支持し得る、重要な知見であると考えられる。 
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